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発 表 論 文 Redundant Lifting Scheme for Multiscale Keypoint Analysis

冗長型リフティング構成によるマルチスケールキーポイント解析

概 要：

本国際会議は解析学に関する 2年に一度の国際会議である。今回はポーランドのクラクフで開催され，470

名程度の研究者がヨーロッパを中心に世界中から参加した。この会議に参加する目的は，申請者が提案する

新たな信号解析手法を世界に紹介し，徹底討論を行うことで更なる研究の進展を図ると共に，最新の研究動

向を調査することであった。同分野では近年信号が疎であることといったスパース性を利用した信号表現方

法に関する研究が盛んに行われているが，本研究では逆に冗長性を持たせた新たな信号解析手法を提案し，

キーポイント解析などの特定の応用分野においては従来よりも有効で効率的であることを示した。これまで

とは全く逆の発想で一見計算コストは増加したように見えるため，実際の計算方法に関する質問が多かった

が手応えは感じることができた。

申請者の専門は信号処理であり，数学系の会議に参加することは今回が初めての経験であった。このため

通常は参加しない講演を多く目にすることができ，その中で分野の異なる研究者の研究課題や方法に加えて，

プレゼンのまとめ方，発表方法，討論の雰囲気なども体感することができ，研究者としての視野が広がり大

きな収穫となった。また，分野の違う研究者達との交流は刺激的で，得るものも多く極めて有意義であった

と考える。このように分野が違っても申請者と近い内容の講演はいくつかあったため，今後の研究の参考に

なる部分も多く研究動向の調査の面でも収穫があった。以上のことから本国際会議では当初の目的を達成で

きただけでなく，参加することによってはじめて得られた予想以上の収穫もあり，大変有意義であった。
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発 表 論 文 Evaluation of Autonomy Walk by Dynamic Foot Pressure Analysis

動的な足底圧力の解析による歩行自立度の評価

概 要：

骨折などの整形外科疾患や脳卒中などの中枢神経系疾患を患った患者にとって，歩くことができないとい

う苦痛は人生において初めての経験となる。そのため，本来であれば「目的」を達成するための「移動手段」

であるはずの歩行が，「目的」そのものとなることも多く，歩行能力の改善は患者・利用者の精神的な満足へ

と繋がる。また，歩行能力の改善により運動量の増加が見込まれるため可能な限り早期に歩行能力の改善が

必要とされている。本論文では現在医師や理学療法士により主観的に評価されている歩行能力を，マット型

の荷重分布センサを用いることにより定量的に評価する手法を提案した。これにより，歩行能力に応じたリ

ハビリテーションの計画やその効果を機械的に評価することが可能となる。本研究の発表により歩行機能の

障害を抱えた患者の生活の質の向上を図るとともに，工学と医療の融合の一例であるこの論文を発表し，議

論を行うことにより，医療情報処理や人間と機械の調和に関する研究の発展に寄与することを目的とする。

本研究は人とシステムに関する国際学会 2013 IEEE International Conference on System, Man, and

Cybernetics における医療およびヘルスケアシステムに関するスペシャルセッション (Medical and Health

Care Systems) において発表を行った。このセッションにおいて多数の医療・健康に関する研究者に対し発

表および議論を行うことにより，『人間と機械の調和』の一分野である『工学と医療の融合』に関する国際的

な意見交換を行うことができ，同分野の発達に貢献した。
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